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城山町二丁目第一地区再開発

鹿髄
18年度着工、20年度完成ヘ

liili霊髄畠晋住吉拙留置匡語

栃
木
県
小
山
市
は
8
日、

J

R
小
山
駅
西
口
で
再
開
発
を
計

画
し
て
い
る
「
城
山
町
二
丁
目

第
一
地
区
市
街
地
再
開
発
組

合
」
の
設
立
を
認
可
し
た
。
日

日
に
組
合
の
設
立
総
会
が
聞
か

れ
る
。
口
年
度
中
の
権
利
変
換

計
画
認
可
、
四
年
度
の
着
工
、

初
年
度
の
完
成
を
目
指
す
。
事

業
計
画
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
と
基
本
設
計
は
梓
設
計
が
担

当
し
て
い
る
。

事
業
予
定
地
は
城
山
町
2
丁

目
の
敷
地
約
0
・
4
か。

J
R

小
山
駅
西
口
か
ら
約
2
5
0
M

の
位
置
に
あ
る
。
再
開
発
ピ
ル

は
幻
階
建
て
延
べ
約
1
万
8
6

0
0平
方
肘
の
規
模
を
想
定
。

3
階
以
上
を
計
1
3
0戸
の
住

宅
と
す
る
。

参
加
組
合
員
と
し
て
旭
化
成

不
動
産
レ
ジ
デ
ン
ス
、
事
業
協

力
者
と
し
て
長
谷
工
コ

l
ポ
レ

l
シ
ョ
ン
が
参
画
し
て
い
る
。

同
地
区
で
は
、
日
年
に
再
開

群馬県

I
C
T
活
用
を
開
始

国
道
制
号
板
倉
北
川
辺
B
P
工
事
な
ど

弄歩手

群
馬
県
は
、
県
が
発
注
す
る
ド
ロ
l
ン
に
よ
る
3
D測
量

工
事
に
I
C
T
（
情
報
通
信
技
一は
、
マ
霧
積
ダ
ム
堆
積
土
砂
撤

E
－
術
）
を
活
用
す
る
取
り
組
み
を
一
去
工
事
（
安
中
市
）
マ
西
毛
広

諜
一
始
め
た
。
ド
ロ
l
ン
（
小
型
無
一域
幹
線
道
路
高
崎
西
工
区
（
高

；
一
人
機
）
に
よ
る
3
次
元
（
3
D
）
一崎
市
）
マ
西
毛
広
域
幹
線
道
路

一
測
量
や
、

I
C
T建
機
を
使
っ

一高
崎
西
工
区
（
安
中
市
）
l
の
3

乙
一
た
施
工
な
ど
を
取
り
入
れ
る
。

一件
で
本
年
度
末
ま
で
に
順
次
、

三一

国
道
3
5
4号
板
倉
北
川
辺

一実
施
す
る
。

一
バ
イ
パ
ス
工
事
（
板
倉
町
）
で
一
県
は
、
施
工
業
者
が
自
主
的

一
は
、
盛
り
土
の
施
工
で
ロ
月
下
一
に
I
C
T建
機
に
よ
る
施
工
を

良一

旬
i
口
年
1
月
上
旬
に
3
D測
一
進
め
て
い
る
上
信
越
自
動
車
道

言一

量
、
同
1
月
中
・
下
旬
に
3
D
一
川
島
バ
イ
パ
ス
（
渋
川
市
）
の

一
設
計
、
同
2
月
中
旬
1
3月
中
一
現
場
で
前
橋
工
業
高
校
の
生
徒

与一

旬
に
I
C
T建
機
施
工
、
同
3
一
を
対
象
に
し
た
「
I
C
T
工
事

ヨ一

月
下
旬
に
3
D施
工
管
理
、
同
一現
場
見
学
会
」
を
ロ
日
に
開
く
。

j
一
3
月
下
旬
に
3
Dデ
l
タ
納
入
一ド
ロ
l
ン
や
I
C
T建
機
に
つ

1
一
を
予
定
し
て
い
る
。
測
量
か
ら
一
い
て
学
ん
で
も
ら
い
、
建
設
業

有一

デ
ー
タ
納
品
ま
で
一
貫
し
て
3
一
へ
の
入
職
促
進
に
も
つ
な
げ
た

日
一
D
デ
l
タ
を
活
用
す
る
。

一い
考
え
だ
。

日）

躍補強及び改修

i34万円）
）万6000円
f震補強及び改修

356万円〕
〕万4000円
5公共建築室

-3番第3期高層

~ （第1工区）

〕42万6000円〉
こ10億 1636万5000
!14万7000円

c修（排水機場ポ

ン
意3297万6000円〕
「万8400円

発
の
準
備
組
合
（
増
田
清
理
理

事
）
が
立
ち
上
が
り
、
今
年
3

月
に
再
開
発
事
業
が
都
市
計
画

決
定
さ
れ
て
い
た
。

小
山
駅
西
口
駅
前
広
場
近
く

の
城
山
町
3
丁
目
で
も
再
開
発

の
計
画
が
あ
り
、
準
備
会
が
早

期
の
準
備
組
合
設
立
を
目
指
し

て
い
る
。

市
で
は
、
人
口
の
減
少
に
よ

る
空
洞
化
が
進
む
小
山
駅
西
口

地
区
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
中
心

と
し
た
市
街
地
冒

し
て
「
街
な
か
居

を
進
め
て
い
る
。

業
と
な
っ
た
再
開

山
・
サ
ク
ラ
・
「

年
3
月
に
竣
工
7

附
実
施
設
計
・
施
工
を

春

一一－－－＇色

括
発

本
庁
舎
整
備
基
本
計
画
書

あいさっする

青山会長

埼
玉
県
春
日
部
市
は
8
日、

一敷
地
面
積
1
万
5
0
3
9平
方
一
い
る
。
こ
の
う
↑

「
本
庁
舎
整
備
基
本
計
画
」
の
一
M
）
が
適
当
だ
と
し
た
。
事
業
一
立
病
院
の
東
棟

素
案
を
公
表
し
た
。
事
業
方
式
一ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
口
年
度
－

c造
地
下
1
階抽

と
し
て
、
基
本
設
計
を
先
行
し
一に
基
本
設
計
、
四
年
度
に
実
施
一延
べ
6
8
4
3市

て
発
注
し
、
実
施
設
計
と
施
工

一設
計
・
施
工
に
着
手
。

2
年
度
一修
し
て
利
用
す
乏

を
一
括
で
行
う
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
一の
完
成
を
目
指
す
。

一本
設
計
の
中
で
吐

ド（
D
B
）
方
式
を
採
用
す
る
。

一

移
転
後
の
新
庁
舎
の
規
模
は
一舎
の
建
設
費
用
レ

建
設
地
に
つ
い
て
は
旧
市
立
病
一
延
べ
約
1
万
5
0
0
0
1
2
万
一億
円
を
見
込
ん
明

院
の
敷
地
（
中
央
7
の
2
の
1
、一

1
0
0
0平
方
針
を
想
定
し
て
一

事
業
方
式
に
（

5
5
ι
S
E
N
d
N
5
5
5
5
r
d
i
g
i
t
i－
－来
方
式
や
P
F
I

一
初
期
に
建
設
さ
れ
た
も
の
に
は
検
討
し
た
が
、
ア

栃
木
県
・
の
リ
フ
レ
ッ
一

一
更
新
時
期
に
来
て
い
る
も
の
が
ス
ト
削
減
の
可
地

シ
ュ
工
法
協
会
が
発
足
一

一
多
い
。
そ
ん
な
時
代
の
ニ
ー
ズ
と
か
ら
、

D
B士

会
長
に
青
山
雅
美
氏
一

一に
応
え
て
開
発
さ
れ
た
の
が
こ
ま
し
い
と
し
た
。

老
朽
化
し
た
の
り
面
の
吹
き
一
の
工
法
と
な
る
。
会
員
が
．一
致

I
ll
i－

－

付
け
モ
ル
タ
ル
を
補
修
・
補
強
一
協
力
し
、
普
及
に
努
め
て
い
き

一

o

萱
丸
地
区
商
業

す
る
「
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
法
」
一
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

一

施
設
用
地
売
却

を
栃
木
県
内
で
普
及
さ
せ
て
い
一
青
山
会
長
は
「
建
設
業
界
は

ま

く
こ
と
を
目
的
に
、
「
栃
木
県
一
先
行
き
不
透
明
だ
が
、
既
設
構

・
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
協
会
」
が
一
造
物
の
補
修
・
補
強
は
今
後
も
茨
城
県
は
8
口

7
日
発
足
し
た
。
同
日
、
宇
都
一
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
。
皆
さ
の
萱
丸
地
区
商
量

宮
市
の
栃
木
県
青
年
会
館
コ
ン
一
ま
の
協
力
を
得
て
、
の
リ
フ
レ
用
地
（
3
・
6
軌

セ
l
レ
で
設
立
総
会
が
開
か
一
ッ
シ
ュ
工
法
の
市
場
拡
大
に
つ
を
決
め
る
一
般
ヰ
一

れ
、
会
長
に
青
山
雅
美
増
淵
組
一
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
一告
し
た
。
参
加
由

執
行
役
員
常
務
が
就
任
し
た
。
一
述
べ
た
。

一
1
月
6
日
、
印
口

冒
頭
、
ラ
イ
ト
工
業
関
越
統
一
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
法
は
、

一事
務
所
つ
く
ば
肯

括
支
店
の
久
保
敏
彦
副
支
店
長
一
既
設
の
吹
き
付
け
モ
ル
タ
ル
を
一
聖書一三
EE

－－重一
－EE
－－E
重量霊園

が
「
日
本
は
多
く
の
社
会
資
本
一
取
り
壊
さ
ず
に
補
修
・
補
強
で
．
州
全
国
ク
レ

ス
ト
ッ
ク
を
有
し
て
い
る
が
、
一
き
る
た
め
、
産
業
廃
棄
物
を
減
園
川
支
部
（
斎
藤

ら
せ
る
の
が
特
徴
。

一
川
レ
l
タ
l
養

協
会
で
は
今
後
、
技
術
研
修
一
川
1
ン
塾
」
（

会
を
実
施
す
る
ほ
か
、
県
を
は
一
川
建
設
重
機
協

じ
め
官
公
庁
や
建
設
コ
ン
サ
ル
一
川
日
か
ら
5
期

タ
ン
ト
へ
の
工
法
の
P
R活
動
－
川
み
は
口
年
ー

を

行

っ

て

い

く

。

川

、

－

い

も
品
u
h
M
W
4
u

川
ク
レ
ー
ン
塾

川
宮
前
町
8
の

州
受
け
付
け
る

川
員
に
達
し
次

川
は
同
2
月

u

酬
予
’
P
じ

J
T
』

1

排泥池・濃縮槽

意7681万4000円〕
3万2600円

i宅｛卸翻嘩慌J;i:

E務

繍認金再構 軍 薄 萌

E狽IJ量 業務

〕円）

叫

出

十

y-otomori
タイプライターテキスト
2016/12/9



致
協
力
し
社
会
貢
献

器
製一
欽
会
長
に
青
山
氏

．．．．．．．． 

1 Zてボ'J

／寸
~＂：隣＜~

『
年
連
続

t
位

引
額
な
ど
過
去
最
高

U

一
収
は
羽
社
で
、
赤
字
企
業
は
2
社

主
に
と
ど
ま
っ
た
。

ツ
一
売
上
高
1
0
0億
円
を
超
え
た

新
一建
設
会
社
は
前
年
度
か
ら
1
社
増

一
え
て
四
社
。
同
叩
億
円
以
上
は
ロ

諒
一
社
増
の
3
9
7社
と
な
っ
た
。
上

保
－
位
印
社
の
う
ち
、
売
上
高
の
増
加

古
一
率
ベ
ス
ト
5
は
石
井
工
業
（
香
取

ソ
－市
）
、
横
河
ブ
リ
ッ
ジ
、
村
上
工

一業
（
市
川
市
）
、
関
東
建
設
（
茂

則
一
原
市
）
、
大
城
組
（
市
川
市
）
。

三
一
方
、
減
少
率
が
大
き
か
っ
た
の

位
一
は
テ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
！
ピ

i

一
ス
（
習
志
野
市
）
、
一
条
工
務
店

坦
一千
葉
（
袖
ケ
浦
市
）
、
京
成
建
設

唱
（
船
橋
市
）
、
東
海
住
宅
（
八
千

雅
美
執
行
役
員
常
務
が
就
任
し

た
。
広
報
委
員
長
に
東
武
建
設
の

阿
久
津
和
弘
土
木
本
部
営
業
部
部

長
、
技
術
委
員
長
に
ラ
イ
ト
工
業

関
越
統
括
支
店
の
塩
田
弘
実
営
業

企
画
室
長
、
事
務
局
長
に
ラ
イ
ト

工
業
栃
木
営
業
所
の
村
上
昌
史
所

長
が
就
い
た
。

青
山
会
長
は
「
既
設
構
造
物
の

補
強
に
関
し
て
は
今
後
確
実
に
増

加
す
る
。
同
工
法
は
既
設
法
面
の

補
修
補
強
の
一
翼
を
担
い
、
実
績

も
あ
り
、
今
後
、
右
肩
上
が
り
の

成
長
を
成
し
遂
げ
る
と
確
信
し
て

い
る
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
こ
の
工

法
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
力
を

込
め
た
日
写
真
。

2
0
1
6年
度
は
技
術
向
上
発

展
・
広
報
活
動
、
工
法
の
P
Rと

普
及
発
展
、
官
一
伝
活
動
と
と
も
に
、

協
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業

に
取
り
組
む
。

代
市
）
、
ケ
イ
ハ
イ
（
船
橋
市
）
。

上
位
叩
社
の
売
上
高
（
前
期
比
）
は

次
の
と
お
り
。

①
新
昭
和
（
君
津
市
）

H
7
1
4億

3
2
0
0
万
円
（
0
・
8
%減
）
②
新

日
本
建
設
（
千
葉
市
美
浜
区
）

H
6
6

6
億

1
4
0
0
万
円
（
日
・

8
%増）

③
横
河
ブ
リ
ッ
ジ
（
船
橋
市
）

H
6
5

6
億
3
2
0
0
万
円
（
日
・

9
%増）

④
横
河
シ
ス
テ
ム
建
築
（
浦
安
市
）

H

2
3
0億
6
4
0
0万
円
（

u
・
3
%

増
）
⑤
京
成
建
設
（
同
）

H
2
2
3憶

佐藤ファーム

お
日
ま
で
2
件
受
付

首
都
高
速
道
路
W
T
O

横
浜
環
状
北
西
線
設
備

首
都
高
速
道
路
会
社
は
8
日、

W
T
O
（
世
界
貿
易
機
関
）
対
象

と
な
る
高
速
横
浜
環
状
北
西
線
他

ト
ン
ネ
ル
防
災
通
信
設
備
工
事

（
通
信
設
備
工
）
と
同
線
受
変
電

設
備
工
事
（
受
変
電
設
備
工
）
の
一

般
競
争
入
札
2
件
を
公
告
し
た
。

と
も
に
お
日
ま
で
参
加
申
請
を
受

げ
付
け
る
。
通
信
設
備
工
は
技
術

提
案
交
渉
方
式
を
採
用
し
、

2

0

1
7
年
2
月
日
目
、
受
変
電
設
備

工
は
技
術
提
案
価
格
交
渉
方
式
を

適
用
し
、
3
月
幻
日
に
開
札
す
る
。

概
要
は
次
の
と
お
り
（
①
参
加
資
格

②
工
期
）

。

マ
通
信
設
備
工

（横
浜
市
青
葉
区
下

谷
本
町
地
先
ほ
か
）

H
①
電
気
通
信
工

事
の
経
営
事
項
評
価
点
数
1
1
0
0点

以
上
の
単
体
か
、
聞
と
同
点
が
1
0
5

0
点
以
上
の
2
社
J
V
②
臼
年
9
月
叩

日
ま
で
。

マ
受
変
電
設
備
工
（
岡
市
都
筑
区
池

辺
町
3
1
7
9
1
2
ほか）

H
①
電
気

工
事
の
経
営
事
項
評
価
点
数
1
1
0
0

点
以
上
の
単
体
か
、
同
と
同
点
が
1
0

5
0点
以
上
の
2
社
J
V②向。

5
8
0
0
方
円
（
6
・
2
%減
）
⑤
積

和
建
設
東
関
東
（
千
葉
市
若
葉
区
）

H

1
8
4憶
1
8
0
0
万
円
（
3
・
5
%

減
）
⑦
三
井
造
船
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
（
千
葉
市
美
浜
区
）

H
1
7
9億

6
3
0
0
万
円
（
日
・

6
%増
）
③
広

島
建
設
（
柏
市
）

U
1
7
4億
5
2
0

0
万
円
（
1
・
2
%増
）
⑨
ト
ラ
パ
ー

ス
（
市
川
市
）
H
1
5
6憶
2
9
0
0

万
円
（
日
・

1
%
増
）
⑬
京
葉
住
設

（
船
橋
市
）

H
1
2
5億
1
1
0
0
万

円
（3
・
1
%増）。

相
模
原
に
m
m
M
農
場

鹿
取
苅
浦
一
均
一
泊
年
供
用
開
始

佐
藤
フ
ァ
ー
ム
（
神
奈
川
県
茅
一
づ
く
第
1
号
案
件
と
し
て
計
画
段

ケ
崎
市
）
は
、
相
模
原
市
緑
区
に
一
階
配
慮
書
の
縦
覧
を
開
始
し
た
。

面
積
約
加
診
の
「
（
仮
称
）
津
久
一
配
慮
書
の
作
成
は
フ
ジ
タ
が
担

井
農
場
」
を
整
備
す
る
。
岡
市
が
一
当
。
農
場
造
成
や
各
種
設
備
な
ど

8
日
、
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
一
を
整
備
す
る
。
工
事
予
定
期
間
は

2
3
2
3
手
〉
う
日
平
支
で
。
川
A

関
内
の
ま
ち

づ
く
り
考
え
る

Y
S
Kら
が
建
築
セ
ミ

横
浜
市
建
築
設
計
協
同

（

Y
S
K、
金
子
修
司
理
盲

と
横
浜
保
全
セ
ン
タ
ー
、
抽

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

浜
市
中
区
の
波
止
場
開
館
明

加
日
ま
で
2
件
受
μ

横
浜
市
の
小
中

空
調
設
備
設
置

横
浜
市
建
築
局
は
9
日、

型
指
名
競
争
入
札
2
件
を
爪

る
。
と
も
に
小
・
中
学
校
m

教
室
空
調
設
備
設
置
そ
の
仙

に
伴
う
実
施
設
計
で
、
設
店

（
空
気
調
和
設
備
設
計
を
ふ

の
市
内
企
業
（
中
小
企
業
）

象
と
す
る
。
参
加
申
請
は
刊

で
受
け
付
け
る
。
幻
日
に
開

る
。
2
0
1
7年
度
の
着
T

定
し
て
い
る
。

件
名
は
「
羽
沢
小
学
校
四

校
特
別
教
室
空
調
設
備
設
畢

他
工
事
に
伴
う
実
施
設
計
噌

っ
て
い
た
が
、
市
街
化
が
止

営
農
環
境
が
厳
し
く
な
っ
九

1
9
9
9年
に
休
業
し
た
。

酪
農
業
の
再
開
を
目
的
に
前

進
め
、
酪
農
・
肉
用
牛
の
併

地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
。

計
画
で
は
、
約
加
給
の
出

事
を
始
め
、
牛
舎
、
搾
乳
柑

分
娩
舎
、
育
成
舎
、
肥
育
ム

料
庫
、
堆
肥
舎
、
サ
イ
口
、

東
、
豊
幾
呈
重
一
4
5
D
E河

y-otomori
タイプライターテキスト
2016/12/9　建設通信新聞



栃
木
県
で
協
会
設
立

uの
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
法
日

社
会
資
本
の
保
全
に
寄
与

栃
木
県
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

工
法
協
会
の
設
立
総
会
が
7

日
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
コ

ン
セ
l
レ
で
開
催
さ
れ
、
会

長
に
青
山
雅
美
増
測
組
執
行

役
員
常
務
U
写
真

H
が
就
任

し
た
。同

工
法
は
、
老
朽
モ
ル
タ

ル
吹
付
け
面
の
補
強
や
景
観

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
今
後
の

展
開
が
発
表
さ
れ
、
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
野
崎
秀
則
社
長

が、「
2
0
2
0年
の
目
標
達

成
に
向
け
、
重
点
化
事
業
の

ビ
ジ
ョ
ン
、
戦
略
を
見
据
え

な
が
ら
、
重
点
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
す
る
こ
と
が
重

要
だ
。
ま
た
、
収
益
性
の
あ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
モ
デ
ル
が
多

く
創
出
さ
れ
る
よ
う
、
長
期

的
な
展
望
を
持
っ
て
『
個
の

強
化
』
『
連
携
の
強
化
』
を
着

実
に
進
め
て
ほ
し
い
」
と
締

め
く
く
っ
た
。
発
表
に
対
し

て
は
、
出
席
し
た
役
職
員
に

よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票

を
行
い
、
最
優
秀
賞
1
件
、
優

秀
賞
2
件
を
表
彰
し
た
。

発
表
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
次

の
通
り
。

〔
イ
ン
フ
ラ
保
全
・
運
営

管
理
〕
基
礎
自
治
体
で
の
包

の
向
上
を
目
的
と
し
た
「
増

厚
吹
付
工
」
、
地
盤
と
既
設

モ
ル
タ
ル
背
面
の
密
着
性
を

高
め
る
「
空
隙
充
填
工
」
、

地
盤
の
強
化
を
目
的
と
し
た

「
地
盤
注
入
エ
」
に
よ
っ
て
、

の
り
面
を
安
定
さ
せ
る
も

の
。
対
策
工
は
、
老
朽
化
の

原
因
を
排
除
・
抑
制
司
能
な

括
管
理
業
務
向
け
た
グ
ル
ー

プ
連
携
戦
略
と
具
体
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
紹
介
（
オ
リ
エ
ン

タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）
マ

空
閣
情
報
技
術
（
F
O
C
U

S
等
）
を
活
用
し
た
既
設
橋

梁
計
測
の
高
度
化
（
エ
イ
テ

ツ
ク
）
マ
F
O
C
U
Sの
適

用
事
例
と
今
後
の
活
用
検
討

（
ア
サ
ノ
大
成
基
礎
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
）

〔
防
災
〕
路
線
選
定
に
お

け
る
L
P図
を
用
い
た
リ
ス

ク
評
価
の
効
率
化
（
オ
リ
エ

ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）

マ
L
Pデ
ー
タ
を
用
い
た
堤

防
リ
ス
ク
ポ
イ
ン
ト
抽
出
作

業
の
効
率
化
（
中
央
設
計
技

術
研
究
所
）

〔
交
通
（
高
度
化
・
総
合

化
）
〕
生
活
道
路
交
通
安
全

対
策
の
事
業
戦
略
（
エ
イ
テ

ッ
ク
）〔

地
域
活
性
化
〕
観
光
情

報
記
言
＋
ノ

1
ゴ
ヴ
へ
プ
コ
ゾ
ヱ

機
能
を
有
し
て
い
る
工
法
の

組
合
せ
を
、
の
り
面
と
背
面

地
山
状
態
に
よ
り
5
タ
イ
プ

か
ら
適
切
な
工
法
を
選
択
す

る。宮
崎
亀
の
甲
太
陽

光
発
電
所
が
竣
工

N
T
Tフ
ァ
シ
リ
テ
ィ
1
ズ

J ズ
i の N

1 T 
0 T 
O フ
%ア
出シ
資リ
でテ
言受イ
立 l

会
社
で
、
世
界
で
1
0
0以

上
の
ゴ
ル
フ
コ
l
ス
デ
ザ
イ

ン
の
実
績
を
持
つ
。

同
覚
書
は
、
日
本
国
内
の

ゴ
ル
フ
コ
l
ス
お
よ
び
住
宅

な
ど
を
併
設
す
る
ゴ
ル
フ
リ

ノ
l
ト
D
祈
没
事
業
こ
吋

今
回
、
時
代
の
ニ

l
ズ
に

応
え
る
と
と
も
に
、
社
会
資

本
の
保
全
に
寄
与
す
る
た

め
、
栃
木
県
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
工
法
協
会
が
設
立
さ
れ

た。
会
員
は
次
の
通
り
。

〈
特
別
会
員
〉
岩
津
建
設

マ
栗
山
山
本
建
設
マ
三
晃
建

設
マ
谷
黒
組
マ
東
武
建
設
マ

増
淵
組
、
〈
正
会
員
〉
ラ
イ

ト
工
業
栃
木
営
業
所
（
事
務

局
）
、
〈
賛
助
会
員
〉
ア
ワ

一フ・シ
l
イ
l

さ
れ
た
宮
崎
亀
の
甲
ソ
ー
ラ

ー
が
建
設
し
た
「
宮
崎
亀
の

甲
太
陽
光
発
電
所
」

H
写
真

H
が
8
日
、
竣
工
し
た
。
同

施
設
は
、
聞
社
が
保
有
す
る

太
陽
光
発
電
所
で
は
最
大
規

模
と
な
る
。

同
施
設
の
概
要
と
し
て
、

設
置
場
所
は
宮
崎
県
東
諸
県

郡
国
富
町
大
字
三
名
字
万
歳

谷
3
1
7
0他
、
設
置
容
量

は
3
万
2
6
9
7キ
ロ
サ
で
、

想
定
年
間
発
電
量
は
約
4
万

J
Y
W
ッ
時
と
な
る
。
発
電
開
始

日
は
げ
年
1
月
5
日
と
し
て

い
る
。

会
長
）
は
日
月
お
日
、
都
内

の
競
技
場
で
E
C
F
Aス
ポ

ー
ツ
交
流
会
「
第
7
回
E
C

F
A都
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」

を
開
催
し
た
。

今
回
、
会
員
企
業
か
ら
日

ま
O
ヂ

1
久
一句
ぬ
ヘ
ド
参
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